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RI 会長メッセージ 
 
 

2016-17 年度 国際ロータリー 

会長 ジョン・ジャーム 
 
 
あなたの一言からはじまる 
 

 親愛なるロータリアンの

皆さん、40 年前、私は勤め

ていた会社のオーナー、ジ

ョージ・キャンベル氏から

ロータリーへの誘いを受け

ました。当時、アメリカで

はよくあることでした。入

会すれば、会社のためにも

地域社会のためにも良いと

考えられていたのです。もちろん、誘われれば「はい」

と答えます。あの時代に会員数が急増したことは驚き

ではありません。 

 キャンベル氏からは、仕事をさぼる口実にロータリ

ーを使わないようにと言われていました。それでも、

昼の例会に出たり、地元で奉仕活動をする時間はいつ

も十分にありました。週に 1 度、長めの昼食を取るこ

とが昇進を妨げないかとか、時折仕事中にかかってく

るロータリー関係の電話について上司がどう思ってい

るかなどと、心配する必要は全くありませんでした。 

 しかし、今では事情が変わってしまいました。会社

は時間に関して寛大でなくなり、社会奉仕への参加を

好意的に見てくれるマネジャーばかりとは限りません。

携帯電話に次々とメールを受信する状況では、例会を

心から享受することはできません。仕事とロータリー

の両立は以前より難しくなり、ひと昔前にロータリー

の成長を促したモデルは、今や成長を妨げる要因の一

つとなっています。 

 最近の規定審議会で、クラブの例会時間に柔軟性を

持たせ、入会候補者の幅を広げることを認める画期的

な決定が採択されたのは、このためです。会員のニー

ズに応え、会員増強の障壁をできるだけ取り払うため、

クラブの柔軟性が増しました。しかし、皆さんにしか

取り除くことのできない会員増強の障壁、しかも候補

者がロータリアンとなるには欠かすことのできないも

のが一つ残っています。それは、ロータリークラブへ

の誘いです。 

 「私たちの活動を前に進めるためには、進んで奉仕

する手、思いやる心、聡そうめい明な頭が必要です」

とロータリアンの皆さんに話すと、いつも大きな拍手

をしてくださいます。しかし、これらの手、心、頭は、

魔法のように私たちのクラブに現れるものではありま

せん。私たち自身が勧誘しなくてはならないのです。

これは皆さんにしかできないことです。この誘いは、

いわば贈り物です。「あなたは、地域社会をより良くす

るために必要なスキル、才能、人格をお持ちです。私

たちと一緒に地域社会で活動していただけませんか」

と言うことです。 

 私は国際ロータリーの会長です。しかし、私が新会

員を入会させることができるのは、アメリカ・テネシ

ー州のチャタヌーガ・ロータリークラブだけです。私

には皆さんのクラブや地域社会を強くすることはでき

ません。入会するにふさわしい知り合いを「人類に奉

仕するロータリー」に誘えるのは、皆さんをおいてほ

かにいないのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ガバナーメッセージ 
 

暑中お見舞い申し上げます。 
 

国際ロータリー第 2640 地区 

ガバナー 福井 隆一郎 
 
厳しい暑さが続きます。皆様 

お体を十分に気をつけられて、

この夏をお過ごしください。中

旬になりますとお盆があり、ご

先祖の供養と、お盆休みにはご

家族、ご親戚とお目にかかる機

会もおありと思いますが、楽し

くお過ごしください。 

 

ガバナー会 

７月１日にガバナー会が、東京のホテル ニューオ

ータニで開かれました。我々新ガバナーの門出を、皆

さんから祝っていただきました。新旧ＲＩ理事、パー

スとガバナー、エレクト、ノミニーの皆さんが全国か

ら約 370 名集まって会

合を開きました。午前

中は新ガバナーの会議

です。詳細については

下記にお知らせをいた

します。新ガバナーは

皆さん緊張した面持ち

でしたが、お役を終え

られたガバナーはすが

すがしいお顔をしてお

られました。ご苦労様

でした。同行した各夫

人は、はとバスで、浅

草や築地、スカイツリ

ーなどの東京都内観光でした。 

 

斉藤 直美 新ＲＩ理事 

①規程審議会採択事項について 

今、話題沸騰の規程審議会の報告については斉藤理

事から、近々日本ロータリーとしての統一見解を出す

とのことです。 

②ロータリー財団 100 周年について 

100 周年を記念して冠をつけた目標に、向かって行っ

てほしい旨のお願いがありました。 

③日本のロータリー100 周年について 

2020 年東京オリンピックが開催され時が、東京ロー

タリークラブが創立 100 周年にあたることから、日本

のロータリー100 周年としてお祝いをしようと決めら

れました。今年度から準備期間に入ります。よりまし

て、全ロータリアンから準備金として、200 円を 100

周年記念事業分としてお願いしたい旨連絡をいただき

ました。秋の地区大会において、皆様からご承認をい

ただければと存じます。 

ロータリーの友 

今年度より紙面の大きさが少し大きくなりました。

ページ数は少し少なくなる予定で、表紙も８月号から

イラストに移行することになりました。２６４０地区

からは寺下前委員長から寺崎新委員長になりました。

楽しいロータリーの友を期待するのとともに、多くの

クラブからの寄稿をお願いいたします。 

 

ロータリー文庫 

貴重な読み物が詰まっています。ロータリー文庫の

ご愛読と周知をお願いいたします。ホームページにも

バナーをつけていますので、ご活用ください。 

 

公式訪問 

７月21日より岸和田南ロータリークラブを皮切りに、

各クラブを訪問させていただいています。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 

ロータリー第３ゾーン計画推進セミナー 

平成２８年７月９日 新阪急ホテルにて 

第３ゾーンのロータリ

ー戦略計画推進セミナー

が開かれました。各クラ

ブから、戦略という名前

に違和感がるとの意見が

多数出ました。2640 地区

から村上ＲＲＦＣはじめ

９名のロータリアンが参

加しました。 

 

ゾーンについて 

現在、日本は３ゾーンがあります。１ゾーンは約

35.000 人で、日本の総会員数 約 89,000 人です。もし

減少すると２ゾーンになるかもしれません。世界で１

７ゾーンあり、米国以外で２ゾーン以上あるのは日本

だけです。現在、韓国が２ゾーン以上を目標に会員増

強を目指しています。ＲＩの理事の選任数にも影響が

あります。  

ご参考に第３ゾーンは 32,803 名   35 名増 

     日本全体は 89,430 名  105 名増   

 

ロータリー財団の年次寄付 

日本の 34 地区の内、平成 28 年６月現在 年次寄付

の０クラブがあるのが、１０地区あります。 

年次寄付０クラブ数がある地区 

  2500 地区 10 クラブ  2510 地区 4 クラブ 

  2520 地区 11 クラブ  2530 地区 2 クラブ 

  2640 地区 12 クラブ  2670 地区 2 クラブ 

  2680 地区  1 クラブ  2720 地区 2 クラブ 

  2730 地区  2 クラブ  2830 地区 1 クラブ 

本年は財団 100 周年です。100 周年を祝うために、ご

協力をお願い申し上げます。 

これは未来の財団活動のためにもよろしくお願い申

し上げます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地区活動報告 

思いやりの心を涵養し 行動を起こそう 

社会奉仕活動について 

地区社会奉仕委員長  笹島 良雄 

 

ロータリーの社会奉仕

活動のことを「ロータリー

の心臓の鼓動である」と表

現される事があります。 

ロータリアンが長年

脈々と培って来た奉仕の

鼓動を各クラブがそれぞ

れの実状に応じて地域社会のニーズに対応して

具現化してゆくのがロータリーの社会奉仕の使

命であります。ロータリーの奉仕は単なる思い

つきや片手間に取り組む事ではありません。奉

仕は我々の生き方であります。「思いやりの心を

重んじる」事であります。ロータリアンが生活

の多くの面で奉仕を心がけ、より良い社会を目

指して努力してゆきましょう。 

 

Ⅰ 注力点 

1. 各クラブ地域のニーズ（疾病予防、水と衛

生、地域社会の発展、青少年の健全育成等）

を調査把握して効果的な事業に取り組みまし

ょう。 

2. ロータリークラブの地域に於ける評価は、

社会奉仕事業の結果による事が多いと言われ

ます。 

3. 会員増強につなげましょう。効果的な事業

に対しては地域内で必ず共鳴者が現れます。

その方々に声をおかけしましょう。 

4. 会員が共通意識を持ち、汗を流しての事業

活動は更なる信頼と結束を深め、クラブの発

展につながります。 

5. 財団援助資金を活用しましょう。 

社会奉仕事業で資金不足は各クラブ共通であ

ります。 

財団委員会と相談して良い事業は発展させま

しょう。 

 

Ⅱ 社会奉仕委員会の活動計画 

1. 2640 地区推奨事業として 

 識字率向上運動キャンペーン 

 「ロータリー１００年の森林」の維持、進展、

御協力下さい。 

2. 各クラブの社会奉仕活動に可能な応援を致

します。 

3.「卓話」依頼があれば講師の派遣活動を致し

ます。 

 

Ⅲ 国内災害発生時の対応について 

   あってはならない事ですが、国内で重大な

災害発生の場合は 2640 地区として義援金募

集を行います。基本は「より早く、より多く、

より確実に相手側(極力ロータリー通じて)と

の確認」を基本とします。 

御協力のほどお願い致します。 
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2015 年-2016 年 

青少年交換、長期受入留学生への終了証書授与式及び 

ホストファミリーへの感謝状授与式 
 

2016 年 6 月 25 日 

りんくう国際物流センター

 

 

 

 
2016－2017 年度 青少年交換委員会

委員長 山田 正人

 
インドネシアからアングン・ヌデシア、タイからチャリタ・プサンチ、アメリカから

グレイシア・ワトソンとミサキ・ニシハラ、ドイツからカヤ・ブラントが 2640 地区に青

少年交換プログラムとして 1年間迎え入れられた。（アリソン・エンゲライザーは体調不

良で早期帰国しました。） 

最後の挨拶として、10 分間の日本語でのスピーチをするように指示を出していた、当

初は、パソコンを使ってパワーポイントでしてもらおうと考えていたが、写真に頼って

「どこへ行ったか」「何をしたか」の説明が多く、この 1年にどのような日本的な体験を

して、自分自身がどう変化し成長したか、などの内面の話が少ないと言うことで、急遽、

お話だけをしてもらうこととなった。多くの生徒が、生活様式が違い、言葉が理解でき

ない中で、素晴らしい家族に出会えて、多くの友達に囲まれて、かけがえのない貴重な

体験をし、「必ず、もう一度来る！」と宣言していた。言葉を克服するまでの苦労話や、

家庭を３つ前後変わることの大変さや、友達や家族との絆を強く持てたことへの感謝の

言葉が述べられており、大変感動的なスピーチだった。特にタイのチャリタは、原稿を

見ずに自分の言葉としてスピーチをしたのが印象的であった。また、自分の扱いに対し

てストレスの多い日々であったが、途中で挫折できない心情を露土して、異文化に身を

置く生徒の気持ちをよく表現できていた。 

 出席しておられた中から、ホームステイ先の方、カウンセラーの方、学校関係者の方

から、コメントをいただいた。彼女たちの 1 年が多くの方がたの支えがあってこそだと

言うことを今さらながらに教えられるとともに、彼女たちの存在が私たちにも大きな学

びになったことも理解できた。静かな、しかし、内容の濃い、素晴らしい終了証書授与

式となった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期受入学生歓迎会の開催について 

地区青少年交換委員会

委員 田中 博章

  

平成２８年７月１６日午後２時から４時まで、

天王寺都ホテルにおいて、短期受入学生歓迎会 

を開催しました。 

                                     チェコ、ドイツ、オランダ、イギリスからの 

合計 11 名の短期受入学生と、これらの学生さん

を受け入れ、交換留学する日本人学生と保護者 

の方や、カウンセラーも出席しました。 

福井隆一郎ガバナーご出席の元、北中登一パストガバナーの司会進行により、和やかな

雰囲気の元、行われました。 

受入学生の方々は、母国語が英語の方ばかりではありませんでしたが、皆さん、流ちょ

うな英語で自己紹介をしてくれました。私自身、学生時代は英語の成績は悪くなかったは

ずなのに、何を話しているのか全く分からず、山田委員長の通訳で何とか分かる、という

程度でした。 

自己紹介のスピーチの後、北中 PG の弟様であります北中氏の伴奏の元、辻本佳乃先生

による５曲に上る日本の童謡の歌唱を聴きました。美しい歌声に、一同、聞き惚れており

ました。その後、今宮高校の喜田先生による手品があり、卵がテープになるなど、プロ顔

負けのマジックは非常に驚きました。 

最後に日本人派遣学生の藤田彩永さんによる巫女による舞と、中村葵さん、田口奈穂美

さんによる LOCK ダンスを披露してくれました。優美な和の舞と、現代的なアクティブな

ダンスの対照的な踊りを見て、盛り上がりました。 

今回来日された受入学生は、皆さん、明るく快活な方ばかりです。日本で実りある学生

生活を送れるよう、委員としてサポートしていきたい、と思います。スポンサーを引き受

けて下さったクラブにおかれましても、学生さんのサポートを宜しくお願いします。 

 

 



クラブ活動報告 

 

第 33 回 

全国ロータリークラブ野球大会へ参加 

「野球を通じて親睦を！ 

そして、クラブの活性化を！」 
 

海南東ロータリークラブ 

 

海南東ＲＣの野球部は、7月 2日（土）、阪神

甲子園球場で彦根ＲＣ（滋賀）と対戦。22 対 11

で勝利しました。珍プレー続出の大混戦でした

が、強いチームワークと打線の爆発で本当に楽

しい一日を過ごしました。また、前日には前夜

祭があり、この日、出場の全チームが参加し、

お国自慢など、大いに交流と親睦を行いました。 

全国ロータリークラブ野球大会は、昭和 57 年、

当時、阪神タイガース球団社長で西宮甲子園ロ

ータリークラブの会員であった小津 正次郎氏

の呼びかけで、「野球を通じて親睦の和を広げよ

う」をテーマに同氏が初代コミッショナーなり、

第１回大会が開かれました。以後、阪神甲子園

球場で毎年（阪神淡路、東日本大震災の年を除

く）、回を重ね、今回は第 33 回大会となりまし

た。これまで参加した全国各地のロータリーク

ラブは 322 クラブになり、今回大会では 175 ク

ラブが登録し、内 61 クラブが出場しました。因

みに第 2640 地区からは、海南東ＲＣ（7/2 試合）、

新宮ＲＣ（7/3 試合）と田辺ＲＣ（9/11 試合）

の３クラブが参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海南東ＲＣの野球部は、第３回大会（昭和 59

年）に初出場し、第 8 回（平成元年）と参加。

その後、長いブランクがありましたが、第 25 回

大会（平成 19 年）に新チームを再結成し出場。

以後、第 27 回大会（平成 21 年）、第 29 回大会

（平成 24 年）、第 30 回大会（平成 25 年 ※前夜

祭でお国自慢大賞受賞）、第 30 回大会（平成 26

年）と今回の第 33 回大会に出場しました。新チ

ームの対戦成績は４勝２敗です。再結成から２

年は弱小チームでしたが、この間、若手の会員

増強を図り、１年で５名の会員選手を獲得しま

した。現在、監督、キャプテン、マネージャー、

選手を含め 17 名のチームです。月１回のナイタ

ー練習やバッティング練習、ミーティング（飲

み会）を重ね、活動しています。また、クラブ

にはゴルフ同好会（約 30 名）もあり、野球部員

の全員が入っています。 

野球の聖地、憧れの阪神甲子園球場で全国の

ロータリークラブと交流し、プレーできる幸せ

は、ロータリーならではの楽しみです。メンバ

ー相互の強い友情が深まり、同時にクラブの活

性化に繋がっています。 

 

 

 

 

 

 

 



貝塚ロータリークラブが「太鼓台観覧例会」 
 
泉州地域の祭りの先陣を切って行われる貝塚

宮・感田神社の夏祭りは、270 年余の歴史を有

します。緻密な彫刻を配した重さ約 1.5 トンの

太鼓台は特色ある貝塚型と言われ、30 人程の男

衆が担いで寺内町を練り歩きます。 
貝塚 RC では年度初めの時期でもあり、毎年

神社前のホテルに於いて「例会並びに懇親会」

を開催しています。本年度も 7 月 17 日(日)に貝

塚市長、福井ガバナーや近隣 RC 会員ら多数の

お客様を迎えて、会員・家族と共に『練り合い(担
ぎくらべ）』を観覧しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
危険ドラッグの啓発活動 

関空 RC・りんくう泉佐野 RC・泉佐野 RC 
 

2016 年 5 月 27 日（金）泉佐野駅前において、

３クラブ（関空 RC・りんくう泉佐野 RC・泉佐

野 RC）合同で、危険ドラッグの啓発活動を行い

ました。早朝の７時 20 分頃から始め、約 30 分

で 512 個の配布品を渡すことができました。 
啓発活動には、約 30 名が参加し、雨の中、テ

ーマの「危険ドラッグで人生  棒にふります

か？」を呼び掛けました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PIECE OF PEACE『レゴ®ブロック』で作った世界遺産展のお知らせ 

高野山 RC・河内長野高野街道 RC

 

7 月 21 日（木）、世界遺産 高野山にて総本山金剛峯寺主催“PIECE OF PEACE『レゴ®ブロッ

ク』で作った世界遺産展 PART-3”（以下、“本イベント”と表記）が開幕。オープニングセレモ

ニーには高野山 RC、河内長野高野街道 RC の両会長が出席しました。 

これまでの系列展示会では各国世界遺産をブロックで展示されておりますが、そこにこの度、

国際ロータリー第 2640 地区内の世界遺産 高野山の象徴的建造物“根本大塔”が展示に加わり

ます。また、本イベントにおける入場料等売上げの一部は日本ユネスコ協会連盟が行う世界遺

産活動に寄付され、世界の遺産を守るという社会奉仕活動に繋がります。 

 8 月 28 日までの夏休み期間中での開催となります為、是非、お子様やお孫様と高野山に避暑

を兼ねておいで頂ければと存じます。 

 開館時間：午前 9時～午後 5時（受付終了：午後 4時半） 

 入場料：小学生 100 円、中学生以上 300 円 

     （売上げの一部は日本ユネスコ協会連盟が行う世界遺産活動に寄付されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ピース（ブロック）でピース（平和）を！！」推奨クラブ

高野山ロータリークラブ           会長 前  清  

河内長野高野街道ロータリークラブ 会長 土井  昭 



クラブ協議会報告       
B 分区（旧 IM2 組）ガバナー補佐 丸山 信仁 

 

○有田ロータリークラブ 

2016 年－2017 年度 会長 松村秀一 

2016 年 7 月 7 日 木曜日 12 時 30 分より 

中元直前会長か

ら松村会長へバ

ッジの引継式 

村松会長方針  

「親睦を深め、ロ

ータリーライフ

を楽しもう」 

会場監督 有田クラブの気品を損なわない例会運営 

クラブ奉仕委員会 意義のある楽しい意例会  会員祖

意識委員会 純増１名 女性会員を集める  情報・研

修委員会 IDM を 2 回開催 クラブ定款・細則変更。

例会運営委員会 新入会員にメーキャップを委員長が

同行する。  親睦活動委員会 活動を充実させれば会

員増強につながる。  ロータリー広報委員会 写真を

多くして見てもらえるように会員に WEB IT で情報

を送るようにする。  職業奉仕委員会 ロータリー活

動の原点。  社会青少年奉仕委員会 有田川クリーン

作戦・桜木の手入れ。  国際奉仕委員会 青少年交換

留学生派遣を地域の高校募集。  ロータリー財団委員

会 年次寄付の目標を 200 ドルに設定。  米山奨学委

員会 米山奨学生に日本を理解するように手助け。  

クラブ活性化戦略計画委員会 会員が減少、収入が減

り運営が厳しいが増強を行い解消した。 

 

○海南ロータリークラブ 

会長  冬野泰

生方針 奉仕

活動の推進と

クラブの活性

化  ロータリ

ー を 楽 し む 

幹事 小林 逸平 クラブの運営を円滑に行う SAA 

例会が和やかにかつ楽しく 秩序正しく運営 クラブ

奉仕委員会 出席率の向上会員相互の親睦・友愛 例会

運営委員会 楽しく出席できるようにプログラムを工 

 

夫。  親睦活動委員会 魅力的な親睦事業を開催。  会

員増強委員会 若年層の入会促進 2 世会員の掘り起

こし。  雑誌・広報委員会 「ロータリーの友」内容

紹介・情報提供 メンバー以外に読んで頂く。情報・

規定委員会 クラブ定款・細則見直しの後に検討中。 

ロータリー情報の提供。  職業奉仕委員会  職業を通

じて頑張ることが社会への奉仕 社会奉仕委員会 地

域のニーズに合った新しい奉仕活動を考える。 国際

奉仕委員会 国際的な交流と奉仕展開。 ロータリー

財団部門 ロータリー財団の使命を理解 米山奨学会

部門 米山将学会事業の果たす役割を理解 

 

○有田南ロータリークラブ 
クラブ奉仕委

員会 8 委員

会相互の活動

を調整します。 

情報委員会委

員会 情報規

定審議会の決議を検討。家庭集会を開催。会員増強分

類委員会 40 周年を控え純増 2 名を目指す。クラブ会報

委員会 週報の充実 会員に原稿を頂く。広報雑誌委

員会 40 年の PR ロータリーの友の内容紹介素朴な

童謡を紹介 プログラム委員会  会員卓話を中心に 

出席委員会 100％出席を目指す。 親睦友好委員会 

会員の親睦を図りクラブを盛り上げる。 IT 委員会 

HP の更新・週報を掲載 SAA 会合を楽しく進行す

る。新人に SAA に入れる。 職業奉仕委員会 四のテ

スト唱和・優良従業員表彰を行う。 社会奉仕委員会 

読み聞かせを行う。有田中央高校の農産物品評会の表

彰 有田地方の中学生新人大会の優勝カップを寄贈。 

国際奉仕委員会 40周年に協力米山委員会と共同で事

業を進める。WCS 参加希望 ロータリー財団委員会 

卓話者を呼んでくる。 米山奨学生委員会 前期・後期

に 6000 円の寄付を行う。 

 

7 月 20 日まで 3 クラブのクラブ協議会に参加 地域

の特色を前面に出した色々な奉仕をおこなわれます。

大変良い勉強をさせて頂きました。後 6 クラブのクラ

ブ協議会を楽しみにいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒590-0985 堺市堺区戎島町４-45-１ 

ポルタスセンタービル１階 101 号室 

TEL（072）223-1000 

FAX（072）223-1005 

URL : http://rid2640g.com/fukui/ 

E-mail : fukui2016@wind.ocn.ne.jp 

南海本線 堺駅(西出口)すぐ


